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太
宰
治
作
品
の
漢
訳
l
章
克
標
を
中
心
に
！

罫リ

金
宝

は
じ
め
に

「
竹
青
」
と
「
惜
別
」
は
何
れ
も
中
国
人
に
読
ん
で
も
ら
う
た
め
に
書
い

た
も
の
で
あ
る
。
「
創
作
年
表
」
の
昭
和
二
十
年
の
正
月
の
項
に
「
小
説
（
漢

文
／
竹
青
）
大
東
亜
文
学
三

O
」
、
四
月
の
項
に
「
小
説
（
和
文
／
竹
青
）

文

芸

三

O
」
と
あ
る
（
注
一
）
。
つ
ま
り
、
「
竹
青
」
は
『
文
芸
』
へ
の
発

表
に
先
立
っ
て
、
昭
和
二
十
年
一
月
、
「
漢
訳
「
竹
青
」
を
、
華
語
文
芸
雑
誌

「
大
東
亜
文
学
」
（
電
報
通
信
社
刊
、
発
行
日
未
詳
）
に
発
表
」
（
注
二
）
し

た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
相
馬
正
一
は
「
幻
の
漢
訳
「
竹
青
」

に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
『
文
芸
』
に
発
表
し
た
「
竹
青
」
の
末
尾
に
お
け
る

「
自
注
。
こ
れ
は
、
創
作
で
あ
る
。
支
那
の
ひ
と
た
ち
に
読
ん
で
も
ら
ひ
た

く
て
書
い
た
。
漢
訳
せ
ら
れ
る
筈
で
あ
る
」
と
い
う
太
宰
治
の
注
記
を
根
拠

と
し
て
、
『
文
芸
』
四
月
号
掲
載
原
稿
と
し
て
「
竹
青
」
を
編
集
部
に
届
け
た

時
点
で
は
、
ま
だ
漢
訳
が
発
表
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
（
注
三
）
と
指
摘
し
て

い
る
。一
方
、
周
海
林
は
「
日
本
文
学
報
国
会
は
「
大
東
亜
文
学
」
第
三
号
の
原

稿
を
太
宰
治
に
も
依
頼
し
て
い
た
。
彼
の
「
惜
別
」
は
実
は
そ
の
依
頼
に
よ

っ
て
書
か
れ
た
も
の
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
」
（
注
四
）
と
述
べ
て
い
る
。
本
稿

で
は
、
「
竹
青
」
や
「
惜
別
」
な
ど
の
太
宰
治
作
品
の
漢
訳
に
つ
い
て
述
べ
て

み
た
い
。

一
、
幻
の
漢
訳

ま
ず
「
竹
青
」
と
「
惜
別
」
の
掲
載
（
予
定
）
雑
誌
『
大
東
亜
文
学
』
に

つ
い
て
述
べ
た
い
。

①
『
大
東
亜
文
学
』
の
成
立

『
大
東
亜
文
学
』
の
成
立
は
一
九
四
三
年
八
月
に
、
東
京
で
開
か
れ
た
第

二
回
大
東
亜
文
学
者
大
会
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
回
大
東
亜
文
学

者
大
会
で
中
国
代
表
の
陶
充
徳
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
発
言
し
て
い
る
。

就
中
日
華
両
国
間
の
事
を
論
じ
ま
す
な
ら
ば
、
中
国
は
事
変
前
ま
で
の

関
に
日
本
文
学
の
紹
介
に
就
て
相
当
の
努
力
を
し
た
為
に
、
日
華
文
学
は

恰
度
影
の
形
に
添
ふ
や
う
な
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
お
互
い
に
相
離
れ
る

こ
と
の
出
来
な
い
関
係
に
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
事
変
勃
発
以
降
は
、

そ
れ
を
継
続
す
る
人
は
ゐ
な
く
な
っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
今
日
の

や
う
に
文
化
交
流
を
唱
へ
る
真
最
中
に
在
り
ま
し
で
も
、
日
本
文
学
の
紹

介
や
訳
述
に
つ
き
ま
し
て
は
、
甚
だ
遺
憾
な
が
ら
昔
の
盛
況
に
及
ば
な
い

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
文
学
上
非
常
に
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
ゐ
る
日
本
に

対
し
て
さ
へ
こ
ん
な
状
態
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
東
亜
の
そ
の
他
の
民
族
、

文
学
に
対
す
る
認
識
は
、
い
か
に
不
足
し
て
ゐ
る
か
は
お
察
し
が
で
き
る

こ
と
で
あ
ら
う
と
存
じ
ま
す
。

こ
れ
を
逆
に
申
し
ま
す
れ
ば
、
東
亜
各
民
族
は
現
在
の
中
国
民
族
に
対

す
る
認
識
も
恐
ら
く
足
ら
な
い
で
せ
う
と
思
ふ
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
ん

な
に
理
解
の
不
足
な
各
民
族
か
ら
同
心
協
力
東
亜
建
設
を
求
め
る
の
に
幾

倍
か
の
苦
労
を
要
す
る
の
も
無
理
の
な
い
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
。
以
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上
の
理
由
を
持
ち
ま
し
て
、
東
亜
各
国
聞
に
は
、
同
様
の
内
容
を
有
つ
東

亜
文
学
定
期
雑
誌
の
発
行
を
必
要
と
感
じ
ま
し
て
、
こ
の
動
議
を
出
し
ま

し
た
わ
け
で
そ
の
具
体
的
の
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
や
う
に
申
し

上
げ
た
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
名
称
を
仮
に
『
大
東
亜
文
学
第
何
巻
』
と
い
ふ
ふ
う
に
付
け
た
い

と
存
じ
ま
す
。
そ
れ
か
ら
そ
の
内
容
に
至
り
ま
し
て
は
、
東
亜
各
国
聞
に

於
け
る
最
も
そ
の
国
の
生
活
、
思
想
を
能
く
表
現
し
た
と
こ
ろ
の
作
品
を

紹
介
し
翻
訳
す
る
こ
と
が
こ
の
内
容
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
組
織
を

申
し
上
げ
ま
す
と
、
東
京
に
於
き
ま
し
て
、
総
編
訳
所
と
い
ふ
も
の
を
置

い
て
、
さ
う
し
て
東
亜
共
栄
圏
内
の
各
国
が
推
薦
い
た
し
ま
し
た
傑
作
を

そ
こ
で
引
請
け
ま
し
て
、
日
本
語
に
そ
れ
を
翻
訳
し
て
後
、
各
国
に
送
る

こ
と
〉
い
た
し
、
各
国
も
翻
訳
部
と
い
ふ
も
の
を
設
け
ま
し
て
、
そ
の
東

京
の
総
編
訳
部
か
ら
送
付
の
原
稿
を
自
国
の
文
章
に
訳
し
ま
し
て
こ
れ
を

発
行
す
る
こ
と
に
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
最
後
に
経
費
の
問
題
で
あ
り
ま
す
が
、
経
費
は
各
国
の
文
芸

団
体
が
之
を
負
担
い
た
し
ま
す
。
或
ひ
は
そ
の
政
府
の
補
助
を
受
け
る
や

う
に
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
以
上
が
私
の
申
し
上
げ
た
い
希
望
で
ご

ざ
い
ま
す
。
（
注
玉
）

こ
の
陶
充
徳
の
発
言
の
後
に
引
き
続
き
、
満
洲
代
表
の
山
田
清
三
郎
は

大
東
亜
文
学
者
大
会
も
す
で
に
二
回
を
開
催
し
、
将
来
も
更
に
続
け
て

戴
く
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
こ
の
大
会
の
成
果
を
大
会
だ
け
の
も
の
た
ら
し

め
る
こ
と
な
く
、
恒
常
的
に
も
之
を
生
か
し
て
ゆ
き
た
い
。
か
う
い
ふ
意

味
に
お
き
ま
し
て
定
期
刊
行
物
と
い
ふ
も
の
は
絶
対
に
必
要
だ
と
存
す
る

の
で
あ
り
ま
す
。
陶
先
生
が
具
体
的
に
仰
し
ゃ
い
ま
し
た
や
う
に
『
大
東

亜
文
学
』
と
い
ふ
や
う
な
も
の
を
発
行
い
た
し
ま
し
て
、
広
く
各
地
各
国

か
ら
の
優
秀
な
作
品
を
選
択
し
て
発
表
し
、
同
時
に
各
地
各
国
の
文
学
運

動
の
情
況
を
月
々
集
録
い
た
し
ま
し
て
相
互
の
提
携
と
交
換
を
な
し
、
ま

た
傍
ら
親
睦
の
促
進
機
関
と
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
非
常
に
幸
だ
と
思
ひ

ま
す
。
各
地
各
国
に
編
纂
委
員
会
を
設
け
ま
し
て
東
京
に
本
部
を
置
い
て

や
っ
て
戴
き
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
雑
誌
は
将
来
更
に
大
東
亜
文
学
者
協
会
連
盟
と
か
、
或
ひ
は
何
か

さ
う
い
っ
た
大
東
亜
の
文
学
団
体
の
大
同
団
結
の
一
つ
の
母
体
と
も
な
る

だ
ら
う
と
、
我
々
は
期
待
し
て
ゐ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
何
卒
皆
さ
ん
の

御
賛
成
に
よ
っ
て
、
こ
れ
が
速
や
か
に
発
刊
を
実
現
さ
せ
て
戴
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。
（
注
六
）

-17-

と
述
べ
て
い
る
。
両
氏
の
提
案
に
対
し
て
、

日
本
代
表
の
河
上
徹
太
郎
は

こ
の
間
題
は
仰
せ
の
通
り
非
常
に
大
事
な
問
題
で
あ
り
ま
し
て
、
ぜ
ひ

実
現
さ
せ
た
い
、
い
や
今
ま
で
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
の
が
非
常
に
遅
か
っ

た
こ
と
を
私
は
感
じ
て
ゐ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
兎
も
あ
れ
、
早
速
に
こ

れ
に
着
手
す
る
方
法
と
し
ま
し
て
、
私
は
、
現
在
満
洲
国
、
中
国
に
あ
り

ま
す
各
文
学
雑
誌
の
編
輯
機
関
が
、
つ
ね
に
密
接
な
一
関
連
を
と
る
こ
と
、

そ
れ
を
い
た
し
ま
す
れ
ば
、
夫
夫
の
傑
作
が
相
互
に
翻
訳
交
換
さ
れ
る
こ

と
は
非
常
に
容
易
に
な
る
だ
ら
う
と
存
じ
ま
す
。

現
に
今
回
見
え
ま
し
た
代
表
の
方
々
で
も
、
日
本
で
は
大
体
文
学
報
国
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会
を
主
と
い
た
し
ま
し
て
、
満
洲
国
で
は
山
田
清
三
郎
さ
ん
、
ま
た
北
京

で
は
沈
啓
無
先
生
、
柳
龍
光
先
生
の
夫
夫
の
雑
誌
、
ま
た
蒙
彊
で
は
石
塚

さ
ん
、
赤
塚
さ
ん
の
『
蒙
彊
文
学
』
そ
れ
か
ら
上
海
で
は
柳
雨
生
君
の
や

っ
て
を
り
ま
す
『
風
雨
談
』
さ
う
い
ふ
や
う
な
雑
誌
社
の
代
表
的
な
方
が

集
っ
て
ゐ
ま
す
の
で
、
こ
の
会
議
の
席
上
で
な
く
て
も
、
皆
さ
ん
お
帰
り

に
な
る
ま
で
に
充
分
連
絡
の
相
談
は
で
き
る
と
思
ひ
ま
す
。

こ
れ
は
早
速
の
具
体
案
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
次
に
特
に
陶
先
生
の
仰

し
ゃ
っ
た
や
う
な
本
格
的
な
各
国
文
学
の
交
流
雑
誌
を
発
刊
す
る
こ
と
、

こ
れ
は
非
常
に
大
事
な
こ
と
で
、
我
々
も
充
分
考
へ
て
お
か
う
と
思
ひ
ま

す
。
（
注
七
）

と
述
べ
、
同
様
の
考
え
方
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、

各
国
文
学
者
は
『
大
東
亜
文
学
』
創
刊
に
ほ
ぼ
一
致
し
た
考
え
を
示
し
た
。

後
の
昭
和
十
九
年
九
月
一
日
発
行
の
「
文
学
報
国
」
第
三
十
四
号
に
お
い
て
、

「
華
文
文
芸
雑
誌
『
大
東
亜
文
学
』
創
刊
l
堂
々
た
る
編
輯
内
容
l
」
の
見

出
し
で
、本

会
発
行
事
業
の
一
た
る
満
洲
、
中
国
向
華
文
文
芸
雑
誌
（
月
刊
）
『
大

東
亜
文
学
』
は
、
大
東
亜
文
学
者
大
会
の
刺
戟
に
よ
り
中
国
平
和
地
区
に

起
こ
り
つ
〉
あ
る
新
文
学
運
動
を
助
成
善
導
し
、
対
重
慶
牽
制
の
知
識
層

工
作
を
活
発
に
推
進
す
る
た
め
之
が
最
上
の
武
器
と
し
て
か
ね
て
よ
り
待

望
さ
る
〉
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
今
や
諸
般
の
準
備
全
く
成
り
左
の
如
き

堂
々
た
る
内
容
を
以
て
、
愈
々
そ
の
創
刊
号
の
発
刊
を
見
る
に
至
っ
た
。

（
中
略
）
尚
創
刊
号
は
十
月
初
旬
現
地
に
於
て
発
売
さ
れ
る
が
、
次
号
（
十

一
月
号
）

（
注
入
）

の
内
容
も
既
に
整
へ
ら
れ
て
ゐ
る
、
発
行
所
は
電
報
通
信
社
。

と
い
う
よ
う
な
『
大
東
亜
文
学
』
の
創
刊
に
関
す
る
記
事
が
見
え
る
。

②
『
大
東
亜
文
学
』
の
内
容

次
に
、
そ
の
内
容
を
確
認
し
て
見
た
い
。

第
一
号
（
昭
和
十
九
年
十
一
月
一
日
印
刷
／
昭
和
十
九
年
十
一
月
一
日
発
行

／
発
行
所
・
日
本
電
報
通
信
社
）

「
発
刊
の
辞
」
中
村
武
羅
夫

小
説
と
紀
行
文
・
：
「
旅
人
」
佐
藤
春
夫

「
本
朝
名
笛
停
」
白
井
喬
二

「
在
上
海
」
富
津
有
為
男

随
筆
・
：
「
光
琳
与
宗
達
」
武
者
小
路
実
篤

「
周
作
人
先
生
論
」
一
戸
務

「
昭
南
所
見
」
井
伏
鱒
二

論
文
：
・
「
中
日
文
芸
談
」
増
田
渉

「
依
学
界
市
樹
立
的
日
華
提
携
」
石
田
幹
之
助

「
対
於
岡
倉
天
心
的
回
憶
」
浅
野
晃

紹
介
：
・
「
於
中
国
内
地
探
検
的
書
籍
」
稲
垣
史
生

「
文
芸
短
訊
・
技
雑
談
」
常
関
堂

「
書
評
」
常
関
堂

「
編
輯
後
記
」
編
輯
室
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第
二
号
（
昭
和
十
九
年
十
一
月
二
十
五
日
印
刷
／
昭
和
十
九
年
十
二
月
一
日

発
行
／
発
行
所
・
日
本
電
報
通
信
社
）

小
説
：
・
「
冷
凍
人
体
」
井
伏
鱒
二

「
不
動
心
」
土
師
清
二

詩
歌
：
・
「
旗
・
大
兵
」
蔵
原
伸
二
郎

随
筆
：
・
「
中
臣
赦
」
上
司
小
剣

「
嘗
遊
地
」
佐
藤
春
夫

「
仰
光
新
秋
」
小
田
嶺
夫

「
日
本
庭
園
」
小
寺
駿
吉

「
唐
詩
雑
抄
」
小
杉
放
庵

「
大
東
亜
音
楽
之
世
界
的
優
秀
性
」
田
辺
尚
雄

「
文
学
与
道
徳
」
山
本
健
吉

「
表
現
在
近
代
日
本
文
学
上
的
日
本
的
伝
統
」
塩
田
良
平

論
文
：
・
「
儒
林
外
史
之
日
本
訳
完
成
」
常
関
堂

「
文
芸
家
投
雑
談
・
文
芸
短
訊
」
常
関
堂

「
編
輯
後
記
」
編
輯
室

上
記
の
目
次
を
参
照
し
て
見
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
太
宰
治
の
「
竹
青
」

と
「
惜
別
」
は
い
ず
れ
も
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、
第
三
号
以
降
の
『
大
東
亜

文
学
』
は
中
国
に
お
い
て
も
、
日
本
に
お
い
て
も
見
つ
か
ら
な
い
の
で
、
「
竹

青
」
と
「
惜
別
」
の
漢
訳
は
ま
だ
不
明
の
ま
ま
で
あ
る
。
相
馬
正
一
の
話
を

借
り
て
言
え
ば
、
何
れ
も
「
幻
の
漢
訳
」
作
品
で
あ
る
。

二
、
実
際
の
漢
訳

「
竹
青
」
と
「
惜
別
」
は
太
宰
治
が
作
家
と
し
て
の
名
声
を
中
国
の
読
者

へ
伝
え
よ
う
と
す
る
た
め
、
工
夫
し
な
が
ら
創
作
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
実

際
に
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
。
で
は
、
太
宰

治
の
作
品
は
何
時
か
ら
、
誰
に
、
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
た
か
、
と
い
う
問
題

が
沸
い
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
考
察
し
て
見
た
い
。

管
見
に
入
っ
た
か
ぎ
り
、
一
九
四
二
年
一
月
発
行
の
雑
誌
『
訳
叢
』
（
第
三

巻
第
一
期
）
に
、
章
克
標
（
周
囲
の
批
判
か
ら
家
族
と
自
身
を
守
る
た
め
、

許
竹
閣
と
い
う
偽
名
を
用
い
た
）
に
よ
る
太
宰
の
「
き
り
ぎ
り
す
」
の
漢
訳

で
あ
る
「
螺
蜂
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
は
太
宰
治
作
品
の

漢
訳
の
嘱
矢
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

「
螺
蜂
」

①
雑
誌
『
訳
叢
』

『
訳
叢
』
は
、
南
京
中
日
文
化
協
会
（
一
九
四

O
年
七
月
創
立
）
の
機
関

紙
と
し
て
一
九
四
一
年
二
月
に
創
刊
さ
れ
一
九
四
四
年
六
月
に
停
刊
。
編
訳

及
び
発
行
は
中
日
文
化
協
会
訳
叢
月
刊
編
訳
委
員
会
、
発
売
は
上
海
中
華
日

報
館
と
中
央
書
報
発
行
所
。
「
総
編
訳
」
す
な
わ
ち
編
集
長
は
九
州
大
学
卒
の

広
東
人
郭
秀
峰
で
、
（
中
略
）
毎
号
の
内
容
は
そ
の
大
半
が
『
改
造
』
『
日
本

評
論
』
等
日
本
の
雑
誌
か
ら
の
翻
訳
転
載
で
あ
り
、
そ
の
発
行
日
付
か
ら
み

て
、
遅
く
と
も
一
ヶ
月
ほ
ど
の
ち
に
は
す
ぐ
さ
ま
時
事
的
時
局
的
な
文
章
の

翻
訳
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
翻
訳
文
学
作
品
の
初
出
は
明
記
さ
れ

て
い
な
い
が
、
そ
の
多
く
が
や
は
り
同
時
期
の
総
合
雑
誌
、
文
芸
雑
誌
か
ら

選
ば
れ
て
い
る
。
（
注
九
）
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②
訳
者
の
章
克
標

O
生
い
立
ち

章
克
標
（
一
九

O
O年
！
二

O
O七
年
）
は
作
家
、
日
本
文
学
翻
訳
家
で
、

斯
江
海
寧
に
生
ま
れ
、
一
九
一
八
年
、
来
日
、
東
亜
高
等
予
備
学
校
で
日
本

語
を
勉
強
し
た
後
、
翌
年
の
四
月
、
官
費
留
学
生
と
し
て
東
京
高
等
師
範
学

校
数
学
科
に
入
学
し
た
。
一
九
二
六
年
六
月
、
中
国
に
帰
り
、
国
立
・
南
大

学
を
始
め
、
幾
つ
か
の
学
校
を
転
転
し
て
、
教
鞭
を
取
っ
た
。
一
九
二
七
年
、

騰
固
ら
の
同
人
と
、
獅
耽
社
を
結
成
し
、
『
獅
札
』
、
『
金
屋
月
刊
』
な
ど
の
雑

誌
を
創
刊
し
た
。
雑
誌
の
編
集
を
し
な
が
ら
、
文
学
創
作
に
携
わ
る
、
所
謂

兼
業
作
家
と
し
て
活
躍
し
た
。
日
中
戦
争
中
、
証
兆
銘
に
よ
る
偽
国
民
政
府

の
宣
伝
部
に
勤
め
た
の
で
、
後
に
問
題
視
さ
れ
て
き
た
二
九
四
三
年
八
月
、

中
国
代
表
と
し
て
第
二
回
大
東
亜
文
学
者
大
会
に
参
加
し
て
、
翻
訳
機
関
の

設
置
を
提
案
し
た
。

作
品
に
「
文
壇
登
龍
術
」
を
は
じ
め
、
「
銀
蛇
」
、
「
恋
愛
四
象
」
、
「
屡
楼
」

な
ど
が
数
え
ら
れ
る
。
作
風
は
谷
崎
潤
一
郎
の
耽
美
主
義
か
ら
多
大
な
影
響

を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。
特
筆
す
べ
き
な
の
は
、
日
本
か
ら
の
帰
国
後
ま
も

な
く
日
中
戦
争
末
期
に
か
け
て
、
多
数
の
日
本
の
文
学
作
品
を
翻
訳
し
た
こ

と
で
あ
る
。
以
下
に
章
克
標
の
訳
し
た
日
本
の
文
学
作
品
を
挙
げ
て
お
く
。

O
章
克
標
の
訳
し
た
日
本
の
文
学
作
品

武
者
小
路
実
篤
「
愛
欲
」
｜
『
愛
欲
』
上
海
金
屋
書
店
一
九
二
八
年
（
一

九
二
九
年
再
版
、
初
出
『
東
方
雑
誌
』
第
二
三
巻
第
一
四
号
！

一
七
号
一
九
二
六
年
七
月
！
九
月
）

芥
川
龍
之
介
「
薮
の
中
」

i
「
薮
中
」
（
『
芥
川
龍
之
介
集
』

店
一
九
二
七
年
（
一
九
二
九
年
再
版
）
）

上
海
開
明
書

片
岡
鉄
兵
「
立
志
」
｜
「
立
士
山
」
（
『
東
方
雑
誌
』
第
二
六
巻
第
二
二
号

九
二
九
年
十
一
月
）

「
あ
る
結
末
」

i
「
一
個
結
局
」
（
『
小
説
月
報
』
第
一
二
巻
第
二

一
九
三

O
年
二
月
）

号

横
光
利

「
蛾
は
ど
こ
に
で
も
ゐ
る
」
！
「
到
処
有
的
蛾
」
（
『
東
方
雑
誌
』

第
二
六
巻
第
二
四
号
一
九
二
九
年
十
二
月
）

-20-

「
春
は
馬
車
に
乗
っ
て
」
！
「
春
天
坐
了
馬
車
」
（
『
小
説
月
報
』

第
二
一
巻
第
三
号
一
九
三

O
年
三
月
）

『
谷
崎
潤
一
郎
集
』
上
海
開
明
書
店

「
刺
青
」

1

「
刺
青
」

「
麟
麟
」

l

「
麟
麟
」

「
悪
魔
」

l

「
悪
魔
」
（
初
出
『
東
方
雑
誌
』
第
二
五
巻
第
一
九
号

九
二
八
年
十
月
）

「
続
悪
魔
」
！
「
続
悪
魔
」

「
富
美
子
の
足
」

l

「
富
美
子
的
脚
」
（
訳
者

「
二
人
の
稚
児
」

i

「
二
沙
弥
」

一
九
二
九
年
一
月夏

街
）
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『
殺
艶
』
上
海
水
沫
書
店
一
九
三

O
年
三
月

「
お
艶
殺
し
」

l

「
殺
艶
」

「
羅
洞
先
生
」

l

「
羅
洞
先
生
」

九
二
九
年
）

「
高
浜
虚
子
著
『
鶏
頭
』
序
」
！
「
鶏
頭
序
」

『
富
美
子
的
脚
』
（
「
富
美
子
の
足
」
）
三
通
書
局
一
九
四
一
年
一
月

『
人
面
癒
』
（
「
人
面
症
」
）
三
通
書
局
一
九
四
一
年

『
悪
魔
』
（
「
悪
魔
」
）
三
通
書
局
一
九
四
一
年

『
日
本
戯
曲
集
』
上
海
中
華
書
局

山
本
有
三
「
同
志
の
人
々
」
！
「
同
志
」

中
村
吉
蔵
「
星
亨
」

l

「
星
亨
」

久
米
正
雄
「
阿
武
隈
心
中
」
｜
「
阿
武
隈
心
中
」

小
山
内
薫
「
第
一
の
世
界
」
｜
「
第
一
的
世
界
」

久
保
田
万
太
郎
「
短
夜
」
！
「
短
夜
」

岡
本
締
堂
「
修
禅
寺
物
語
」

l

「
修
禅
寺
物
語
」

一
九
三
四
年

『
菊
池
寛
集
』
上
海
開
明
書
店
一
九
二
九
年
（
一
九
三

O
年
再
版
）

「
藤
十
郎
の
恋
」

l

「
藤
十
郎
之
恋
」

「
若
杉
裁
判
長
」
｜
「
若
杉
裁
判
長
」

「
身
投
げ
救
助
業
」

l

「
投
水
救
助
業
」

「
羽
衣
」
｜
「
羽
衣
」
）

「
島
原
心
中
」

l

「
島
原
心
中
」

「
世
評
」
！
「
公
論
」

「
貞
操
」

l

「
貞
操
」

「
恋
愛
病
患
者
」
！
「
恋
愛
病
患
者
」

「
兄
の
場
合
」
｜
「
兄
的
場
合
」

『
北
条
民
雄
小
説
集
一
癒
院
受
胎
及
其
他
五
編
』
太
平
書
局

十
一
月

「
い
の
ち
の
初
夜
」

l

「
生
命
的
初
夜
」

「
間
木
老
人
」
！
「
間
木
老
人
」

「
癒
院
受
胎
」
！
「
癒
院
受
胎
」

「
癒
家
族
」

l
「
癒
家
族
」

「
癒
院
記
録
」
！
「
癒
院
雑
記
」

一
九
四
二
年
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『
夏
目
激
石
集
』
上
海
開
明
書
店
一
九
三
二
年
七
月

「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
！
「
寄
児
」
（
初
出
『
小
説
月
報
』
第
一
二
巻
第
七
号

ー
九
号
一
九
三

O
年
七
月
l
九
月
）

「
倫
敦
塔
」

l
「
倫
敦
塔
」
（
初
出
『
金
屋
月
刊
』
第
一
巻
第
四
号

『
現
代
日
本
小
説
選
集
』
第
一
集
太
平
書
局

横
光
利
一
「
秘
色
」

l

「
秘
色
」

丹
羽
文
雄
「
開
か
ぬ
門
」

l

「
不
開
的
門
」

葉
山
嘉
樹
「
海
に
行
く
」

i

「
往
海
洋
去
」

中
山
義
秀
「
山
師
」
｜
「
山
師
」

一
九
四
三
年
八
月
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林
芙
美
子
「
大
学
生
」

l

「
大
学
生
」

火
野
葦
平
「
山
峡
に
て
」

l

「
在
山
峡
裏
」

舟
橋
聖
一
「
枯
木
」
｜
「
枯
木
」

大
瀧
重
直
「
解
氷
期
」
｜
「
解
氷
期
」

壷
井
栄
「
風
車
」

l

「
風
車
」

荒
木
窺
「
幸
運
児
」

l

「
幸
運
児
」

窪
川
稲
子
「
鳩
」
｜
「
鋳
」

太
宰
治
「
き
り
ぎ
り
す
」

i

「
螺
蜂
」

芹
沢
光
治
良
「
冬
の
は
じ
め
」

l
「
冬
初
」

宇
野
浩
二
「
晴
れ
た
り
君
よ
」

i
「
日
麗
天
和
」

上
回
贋
「
冬
の
町
」

l

「
冬
街
」

③
『
訳
叢
』
に
お
け
る
翻
訳
作
品
の
選
択

雑
誌
『
訳
叢
』
に
「
膝
蜂
」
を
は
じ
め
と
し
て
章
克
標
（
許
竹
園
）
に
よ

る
日
本
文
学
作
品
の
翻
訳
が
二
十
四
作
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
章
克
標
は
ど
の

よ
う
に
日
本
作
品
を
選
択
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
の
回
想
録
で
あ
る
「
世
紀

揮
手
」
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。

在
郭
秀
峰
主
務
的
［
諜
叢
］
雑
志
上
，
我
毎
月
要
翻
謹
一
篇
日
文
小
説
，

那
時
日
本
文
学
雑
志
及
一
般
読
物
以
及
新
的
出
版
物
，
我
例
還
有
机
会
看

到
，
就
航
那
些
書
刊
里
挑
選
材
料
来
語
。
我
的
排
選
是
采
取
回
避
当
前
政

治
的
方
針
，
凡
是
配
合
当
時
他
何
方
針
政
策
，
為
政
治
活
動
数
労
的
東
西
，

我
喝
力
回
避
，
只
選
些
超
越
時
代
的
，
不
太
及
時
事
的
作
品
来
選
毎
月
一

篇
）
后
来
結
集
起
来
，
作
為
〔
現
代
日
本
文
学
選
］
由
太
平
書
局
出
版
了
。

（
『
章
克
標
文
集
』
下
上
海
社
会
科
学
院
出
版
社
二

O
O
三
年
一
月

二
O
八
頁
）

（
郭
秀
峰
の
主
宰
し
た
雑
誌
『
訳
叢
』
に
お
い
て
、
日
本
の
小
説
を
月

に
一
篇
翻
訳
し
た
。
当
時
、
日
本
の
文
学
雑
誌
や
一
般
的
な
読
み
物
及
び

新
刊
の
出
版
物
な
ど
は
、
わ
れ
わ
れ
に
は
ま
だ
入
手
で
き
た
た
め
、
こ
れ

ら
の
中
か
ら
翻
訳
す
べ
き
作
品
を
選
ん
だ
。
私
は
当
時
の
政
治
方
針
を
回

避
す
る
態
度
を
採
り
、
方
針
や
政
策
に
協
力
し
た
り
政
治
運
動
に
奉
仕
し

た
り
す
る
よ
う
な
作
品
は
で
き
る
だ
け
避
け
て
、
時
代
を
超
え
た
、
時
事

に
あ
ま
り
関
わ
ら
な
い
作
品
を
毎
月
一
篇
選
ん
で
訳
し
た
。
後
に
（
そ
れ

ら
の
翻
訳
作
品
が
）
ま
と
め
ら
れ
、
『
現
代
日
本
文
学
選
』
と
し
て
、
太
平

書
局
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
（
拙
訳
）
）

『
現
代
日
本
小
説
選
集
』
第
二
集

森
三
千
代
「
安
南
」
「
安
南
」

上
田
慶
「
地
熱
」
｜
「
地
熱
」

上
田
慶
「
雨
季
」

l

「
雨
期
」

太
平
書
局

一
九
四
四
年
四
月

高
見
順
「
帰
つ
て
の
告
白
」
｜
「
帰
来
独
自
」

高
見
順
「
花
さ
ま
ざ
ま
」

l
「
花
種
種
」

芹
沢
光
治
良
「
春
の
記
録
」

l
「
春
之
記
録
」

井
上
友
一
郎
「
竹
夫
人
」
｜
「
竹
夫
人
」

大
谷
藤
子
「
或
る
女
の
話
」

i

「
某
女
的
事
」

舟
橋
聖
一
「
木
石
」
｜
「
木
石
」

嘉
村
磯
多
「
業
苦
」
｜
「
業
苦
」
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翻
訳
作
品
を
選
択
す
る
章
克
標
の
規
準
が
政
治
の
回
避
に
あ
っ
た
こ
と
が
は

っ
き
り
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

④
「
き
り
ぎ
り
す
」
の
選
択
に
つ
い
て

「
き
り
ぎ
り
す
」
は
昭
和
十
五
年
十
一
月
発
行
の
『
新
潮
』
に
刊
行
さ
れ
、

語
り
手
の
「
私
」
か
ら
夫
の
「
あ
な
た
」
に
宛
て
た
別
れ
る
手
紙
の
形
で
書

か
れ
た
短
篇
小
説
で
あ
る
。
「
私
」
は
周
囲
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
無
名
の
画

家
の
「
あ
な
た
」
と
結
婚
し
た
。
世
間
に
認
め
ら
れ
な
い
「
あ
な
た
」
を
理

解
す
る
の
は
「
私
」
し
か
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
去
年
、
「
あ
な
た
」
が

新
浪
漫
派
と
い
う
団
体
を
作
り
、
そ
の
展
覧
会
に
「
菊
の
花
の
絵
」
を
出
品

し
て
、
周
囲
の
賞
賛
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
「
私
」
は
「
あ
な
た
」

を
非
難
し
始
め
た
。
先
日
「
あ
な
た
」
の
行
っ
た
、
新
浪
漫
派
の
時
局
的
意

義
に
つ
い
て
の
ラ
ジ
オ
放
送
を
聞
い
て
、
「
あ
な
た
」
に
憎
悪
を
抱
く
よ
う
に

な
っ
た
、
と
い
う
よ
う
な
「
あ
な
た
」
と
別
れ
る
と
決
意
す
る
経
緯
を
手
紙

に
綴
っ
て
い
る
。

井
原
あ
や
が
「
「
あ
な
た
」
と
別
れ
る
と
い
う
こ
と

l
太
宰
治
「
き
り
ぎ
り

す
」
を
め
ぐ
っ
て
！
」
（
注
一

O
）
に
お
い
て
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
「
き

り
ぎ
り
す
」
に
対
し
て
は
同
時
代
評
が
多
い
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
を
列
記

す
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

平
野
謙
「
混
濁
と
希
薄

九
四

O
年
十
月
＝
二
日
）

作
家
精
神
の
在
り
や
う

文
芸
時
評
④
」
（
『
都
新

間
も＝コ作
家
精
神
の
在
り
ゃ
う
と
い
ふ
点
で
私
は
太
宰
治
の
『
き
り
ぎ
り
す
』
（
新

潮
）
を
興
味
深
く
読
ん
だ
。
こ
こ
に
み
ら
れ
る
反
俗
精
神
は
、
現
在
私
ど

も
で
も
伝
へ
聞
く
日
本
画
壇
の
イ
ン
フ
レ
景
気
に
対
す
る
風
刺
と
い
ふ
や

う
な
素
材
的
意
味
を
超
え
て
ゐ
る
。

鬼
生
田
貞
雄
「
作
家
と
自
覚

文
芸
時
評
」
（
『
文
芸
首
都
』

一
九
四

O
年

十
二
月
）

栄
誉
、
名
声
、
金
銭
を
超
え
よ
う
と
す
る
気
持
ち
と
、
そ
れ
を
欲
求
す
る

気
持
ち
と
の
争
闘
を
、
妻
と
夫
と
に
別
け
て
表
現
し
て
ゐ
る
の
だ
が
、
（
中

略
）
俗
念
に
徹
し
て
し
ま
っ
て
も
、
ま
た
悟
念
に
徹
し
て
し
ま
っ
て
も
、

い
け
な
い
の
が
芸
術
家
の
生
き
方
か
も
知
れ
な
い
。

高
見
順
「
反
俗
と
通
俗

文
芸
時
評
」
（
『
文
芸
春
秋
』

一
九
四

O
年
十
二

月
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美
し
い
反
俗
精
神
と
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
し
て
そ
の
女
は
そ
の
つ
も
り
に

ち
が
ひ
な
い
が
、
実
は
そ
れ
は
女
の
醜
悪
な
エ
ゴ
チ
ズ
ム
の
変
形
な
の
だ
。

エ
ゴ
チ
ズ
ム
の
上
に
咲
い
た
反
俗
精
神
、
さ
う
言
っ
て
も
い
い
。
（
中
略
）

男
の
俗
物
性
を
糾
弾
す
る
な
ら
、
同
様
に
女
の
エ
ゴ
チ
ズ
ム
も
糾
弾
せ
ね

ば
な
ら
な
い
と
思
ふ
。

「
太
宰
治
の
一
面
」
（
『
三
田
文
学
』
一
九
四
一
年
二
月
）

「
き
り
ぎ
り
す
」
の
弱
い
が
し
か
し
真
剣
な
、
思
ひ
つ
め
て
純
粋
な
反
俗

精
神
と
な
っ
て
現
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
に
就
い
て
は
、
も
早
や
説
明
す
る
ま

で
も
な
い
で
あ
ら
う
。

岩
上
順

参
照
し
て
見
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
上
記
の
同
時
代
評
は
何
れ
も
反
俗
を
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主
題
と
し
た
作
品
で
あ
る
と
、
「
き
り
ぎ
り
す
」
を
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
き
り
ぎ
り
す
」
の
発
表
さ
れ
た
六
年
後
の
一
九
四
六
年
に
、
太
宰
治
は
次

の
よ
う
な
「
あ
と
が
き
」
を
書
き
加
え
た
。

「
き
り
ぎ
り
す
」
は
、
昭
和
十
五
年
の
秋
に
書
い
た
。
こ
の
こ
ろ
少
し

私
に
収
入
が
あ
っ
た
。
千
円
ち
か
い
金
が
ま
と
ま
っ
て
入
っ
た
の
で
は
な

か
っ
た
か
と
思
ふ
。
そ
ん
な
経
験
は
私
に
と
っ
て
は
は
じ
め
て
で
あ
っ
た

の
で
非
常
に
不
安
で
あ
っ
た
。
結
局
そ
れ
は
、
す
ぐ
に
使
っ
て
し
ま
っ
た

け
れ
ど
も
、
し
か
し
、
自
分
も
こ
ん
な
事
で
は
所
謂
「
原
稿
商
人
」
に
な

っ
て
し
ま
ふ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
心
配
の
あ
ま
り
、
つ
ま
り
自
戒
の
意

味
で
こ
ん
な
小
説
を
書
い
て
み
た
。
こ
の
小
説
発
表
の
後
で
、
あ
れ
は
文

壇
の
流
行
作
家
何
某
を
攻
撃
し
た
も
の
だ
、
な
ど
と
い
ふ
噂
も
起
っ
た
ゃ

う
で
あ
っ
た
が
、
私
は
そ
ん
な
何
某
な
ど
を
相
手
に
な
ど
し
て
や
し
な
い
。

私
の
心
の
中
の
俗
物
根
性
を
い
ま
し
め
た
だ
け
の
事
な
の
で
あ
る
。
（
『
太

宰
治
全
集
』
第
十
一
巻
筑
摩
書
房
一
九
九
九
年
三
月

三
八
八
頁
）

太
宰
治
の
こ
う
い
う
発
言
は
「
き
り
ぎ
り
す
」
に
お
け
る
反
俗
を
め
ぐ
る

評
価
に
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
た
と
井
原
あ
や
は
考
え
て
い
る
。
そ
の
後
も
「
き

り
ぎ
り
す
」
か
ら
反
俗
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
論
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

井
原
あ
や
の
話
を
借
り
て
言
え
ば
、
「
平
野
の
「
反
俗
精
神
」
と
い
う
評
価
以

来
、
時
代
と
と
も
に
研
究
手
法
や
切
り
口
が
い
か
に
変
化
し
よ
う
と
も
、
今

日
に
至
る
ま
で
「
き
り
ぎ
り
す
」
を
分
析
す
る
際
に
は
、
妻
の
「
反
俗
」
で

あ
れ
夫
の
「
通
俗
」
で
あ
れ
、
必
ず
「
俗
」
で
あ
る
こ
と
が
関
わ
れ
て
い
た
」
。

（
井
原
あ
や
「
「
あ
な
た
」
と
別
れ
る
と
い
う
こ
と

i
太
宰
治
「
き
り
ぎ
り
す
」

を

め

ぐ

っ

て

｜

」

言

語

と

文

芸

』

第

二

一

四

号

年
三
月
八
二
頁
。
以
下
は
頁
数
だ
け
示
す
）

一
方
、
井
原
あ
や
は
前
述
し
た
「
あ
と
が
き
」
に
つ
い
て
、
「
こ
れ
ら
の
太

宰
自
身
に
よ
る
言
葉
、
つ
ま
り
〈
自
作
自
解
〉
は
、
先
の
同
時
代
評

l
「反

俗
」
を
め
ぐ
る
評
価
を
受
け
た
後
に
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
こ
に
、
同
時
代
評
で
挙
げ
ら
れ
た
「
反
俗
精
神
」
に
接
続
す
る
、

「
原
稿
商
人
」
「
自
戒
」
「
俗
物
根
性
」
と
い
っ
た
〈
作
者
の
言
葉
〉
を
言
わ

せ
て
し
ま
う
同
時
代
評
の
力
学
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
が
働
い
て
い
た
と
見

る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
同
時
代
評
と
〈
作
者
〉
と
の
聞
に

作
用
す
る
力
学
が
、
同
時
代
評
に
理
想
的
な
形
で
応
答
し
た
〈
理
想
的
な
作

者
〉
の
姿
を
生
み
出
し
た
と
言
え
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
」
（
八
一
頁
）
と
述

べ
た
上
で
、
「
き
り
ぎ
り
す
」
の
発
表
さ
れ
た
昭
和
十
五
年
と
い
う
時
代
に
目

を
向
け
、
作
中
に
お
け
る
幾
つ
か
の
論
拠
を
挙
げ
、
「
反
俗
」
に
画
一
化
さ
れ

た
評
価
を
覆
し
た
。

昭
和
十
五
年
は
神
武
天
皇
即
位
か
ら
二
六

O
O年
目
に
あ
た
る
「
紀
元
二

六
O
O年
」
と
い
う
祝
祭
の
時
で
あ
っ
た
。
こ
う
い
う
時
代
状
況
の
中
で
、

主
人
公
の
「
あ
な
た
」
は
「
新
浪
漫
派
」
と
い
う
新
団
体
の
最
初
の
展
覧
会

に
「
菊
の
花
の
絵
」
を
出
品
し
、
周
囲
か
ら
好
評
を
博
し
た
。
桜
が
兵
士
を

表
象
し
て
い
た
の
と
同
様
に
、
菊
の
花
が
天
皇
の
表
象
で
あ
る
こ
と
は
周
知

の
通
り
で
あ
る
。
特
に
、
「
紀
元
二
六

O
O年
」
と
い
う
祝
祭
の
時
に
お
け
る

「
菊
の
花
」
は
祝
祭
装
置
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
「
私
」
の
「
あ
な
た
」
へ

の
非
難
と
は
、
「
紀
元
二
六

O
O年
」
を
前
に
、
祝
祭
装
置
へ
と
回
収
さ
れ
る

「
菊
の
花
の
絵
」
を
描
い
て
し
ま
う
「
あ
な
た
」
へ
の
嫌
悪
と
読
め
る
、
と

い
う
考
え
を
井
原
あ
や
は
示
し
た
。

『
国
文
学

二

O
O八
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井
原
あ
や
の
挙
げ
た
、
も
う
一
つ
の
論
拠
は
結
末
に
出
て
く
る

放
送
」
で
あ
る
。
「
周
知
の
通
り
、
す
で
に
戦
中
か
ら
ラ
ジ
オ
、
あ
る
い
は
ラ

ジ
オ
放
送
と
は
「
放
送
は
実
に
一
億
国
民
を
一
瞬
に
し
て
抱
擁
し
、
こ
れ
を

同
一
の
思
考
と
感
情
の
響
の
中
に
置
く
国
民
指
導
の
近
代
的
な
武
器
で
あ
る

と
共
に
、
戦
時
下
に
あ
っ
て
は
姿
な
き
大
砲
で
あ
る
」
と
目
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
国
家
宣
伝
装
置
と
し
て
の
ラ
ジ
オ
か
ら
放
送
さ
れ
る
「
あ
な
た
」

の
声
は
、
も
は
や
「
私
で
な
け
れ
ば
、
わ
か
ら
な
い
」
た
だ
一
人
の
「
あ
な

た
」
の
声
で
は
な
く
な
っ
た
の
だ
。
」
（
九
一
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
井
原
あ

や
は
指
摘
し
た
上
で
、
「
「
あ
な
た
」
と
は
極
め
て
〈
紀
元
二
六

O
O
年
〉
的

な
〈
国
民
〉
表
象
で
あ
り
、
そ
の
「
あ
な
た
」
と
別
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

「
私
」
に
と
っ
て
、
そ
う
し
た
〈
国
民
〉
に
同
化
す
る
こ
と
へ
の
拒
否
に
繋

が
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
」
（
九
三
頁
）
と
い
う
結
論
を
出
し
た
。

つ
ま
り
、
「
き
り
ぎ
り
す
」
は
反
俗
的
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
、
反
時
局
的
と

言
っ
た
ほ
う
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
訳
者
の
章
克
標
は
日
本
の
同
時
代
の
評
論
家
と
同
様
に
、
「
き

り
ぎ
り
す
」
を
反
時
局
的
作
品
で
は
な
く
、
反
俗
的
作
品
と
捉
え
た
よ
う
で

あ
る
。
反
俗
は
目
下
の
政
治
方
針
を
回
避
し
、
時
事
と
関
わ
り
の
な
い
と
い

う
条
件
を
満
た
す
の
で
、
そ
れ
を
翻
訳
し
た
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
同
時
代
評
は
何
れ
も
反
俗
を
主
題
と
し
た

作
品
で
あ
る
と
、
「
き
り
ぎ
り
す
」
を
評
価
し
て
い
る
。
章
克
標
自
身
が
「
当

時
、
日
本
の
文
学
雑
誌
や
一
般
的
な
読
み
物
及
び
新
刊
の
出
版
物
な
ど
は
、

わ
れ
わ
れ
に
は
ま
だ
入
手
で
き
る
」
（
那
時
日
本
文
学
雑
誌
及
一
般
読
物
以
及

新
的
出
版
物
，
我
伺
還
有
机
会
看
到
）
と
言
っ
て
い
る
。
一
方
、
『
訳
叢
』
に

掲
載
さ
れ
た
翻
訳
は
ほ
ぼ
初
出
雑
誌
に
拠
っ
た
。
『
文
学
界
』
、
『
文
芸
』
、
『
中

ご
ア
ジ
オ

央
公
論
』
、
『
日
の
出
』
、
『
新
潮
』
、
『
婦
人
公
論
』
、
『
改
造
』
、
『
文
芸
春
秋
』
、

『
日
本
評
論
』
、
『
不
同
調
』
、
『
知
性
』
、
『
週
刊
朝
日
』
、
『
雄
一
耕
』
な
ど
の
雑

誌
が
数
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
当
時
、
章
克
標
に
は
こ
れ
ら
の
雑
誌
を
読
む

機
会
が
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
上
記
の
同
時
代
評
が
載
っ
て
い
る
『
都
新
聞
』
、

『
文
芸
首
都
』
、
『
文
芸
春
秋
』
、
『
三
田
文
学
』
な
ど
の
雑
誌
も
入
手
で
き
た

で
あ
ろ
う
。
雑
誌
に
お
け
る
「
き
り
ぎ
り
す
」
に
関
す
る
同
時
代
評
を
読
ん

で
、
「
反
俗
」
と
い
う
評
価
を
そ
の
ま
ま
信
じ
て
、
そ
れ
を
翻
訳
し
た
可
能
性

も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

⑤
太
宰
治
作
品
の
中
国
に
お
け
る
翻
訳

「
き
り
ぎ
り
す
」

l

「
懸
蜂
」
章
克
標
訳
（
『
現
代
日
本
小
説
選
集
』
第
一

集
太
平
書
局
一
九
四
三
年
八
月
）
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「
斜
陽
」

l

『
斜
陽
』

張
嘉
林
訳

上
海
訳
文
出
版
社

一
九
八
一
年
八

月

「
ヴ
イ
ヨ
ン
の
妻
」
｜
「
維
栄
的
妻
子
」

上
海
訳
文
出
版
社

張
嘉
林
訳
（
『
当
代
日
本
小
説
集
』

一
九
八
六
年
）

「
人
間
失
格
」

l
『
喪
失
為
人
資
格
』

社
一
九
九
三
年

王
向
遠
訳

北
京
師
範
大
学
出
版

『
外
国
優
秀
小
説
選
粋
l

「
斜
陽
」
他
』

年

山
東
文
芸
出
版
社

九
九
九
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「
走
れ
メ
ロ
ス
」

l

「
社
会
迷
霧
中
的
世
態
心
霊
図
」

「
魚
服
記
」

l

「
魚
服
記
」
許
金
龍
訳

「
満
願
」
｜
「
満
願
」
唐
先
容
訳

「
富
巌
百
景
」

i

「
富
岳
百
景
」
晋
学
新
訳

「
桜
桃
」

i
「
桜
桃
」
越
文
非
訳

「
、
ヴ
イ
ヨ
ン
の
妻
」

l
「
維
栄
之
妻
」
楊
偉
訳

「
斜
陽
」
｜
「
斜
陽
」
晋
学
新
・
穆
麗
琴
訳

「
人
間
失
格
」

l

「
喪
失
為
人
資
格
」
楊
偉
訳

楊
偉
訳

『
斜
陽
』
重
慶
出
版
社
二

O
O八
年
九
月

「
斜
陽
」

l

「
斜
陽
」
張
嘉
林
訳

「
ヴ
イ
ヨ
ン
の
妻
」

l

「
維
庸
之
妻
」
楊
偉
訳

「
人
間
失
格
」
！
『
人
間
失
格
』
楊
偉
訳

ま
と
め

章
克
標
は
、
同
時
代
評
を
読
ん
だ
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
実
際
に
反
時

局
的
な
作
品
で
あ
る
「
き
り
ぎ
り
す
」
を
反
俗
的
な
作
品
と
思
い
込
ん
で
、

「
目
下
の
政
治
方
針
を
回
避
す
る
」
と
い
う
翻
訳
作
品
の
選
択
条
件
に
該
当

す
る
た
め
、
そ
れ
を
「
膝
蜂
」
に
翻
訳
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

太
宰
治
は
こ
の
「
き
り
ぎ
り
す
」
の
漢
訳
や
章
克
標
に
つ
い
て
ま
っ
た
く

言
及
し
て
い
な
い
た
め
、
章
克
標
に
よ
る
「
き
り
ぎ
り
す
」
の
漢
訳
を
知
ら

な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
中
国
人
に
読
ん
で
も
ら
う

た
め
に
書
い
た
「
竹
青
」
と
「
惜
別
」
の
漢
訳
（
発
表
予
定
は
昭
和
二
十
年
）

は
何
れ
も
幻
に
終
わ
っ
た
が
、
昭
和
十
七
年
に
「
き
り
ぎ
り
す
」
が
す
で
に

章
克
標
に
よ
っ
て
漢
一
訳
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
が
太
宰
治
作
品
の
漢
訳
の
嘱

矢
で
あ
る
と
推
、
測
さ
れ
る
。

｛
注
記
】

（
注
二
『
太
宰
治
全
集
』
第
七
巻

八
頁
。

（
注
二
）
山
内
祥
史
編
「
年
譜
」
（
桂
英
澄
編
『
太
宰
治
研
究
H
そ
の
回
想
』

筑
摩
書
房
一
九
七
八
年
六
月
三
八
八
頁
）
。

（
注
一
二
）
『
上
越
教
育
大
学
国
語
研
究
』
第
四
号
一
九
九

O
年
四
八
頁
。

（
注
四
）
「
日
本
文
学
報
国
会
編
集
「
大
東
亜
文
学
」

l
戦
時
下
に
お
け
る
日

中
文
化
交
流
の
一
風
景
」
（
杉
野
要
吉
『
論
陥
下
北
京
一
九
三
七
｜

四
五

l
交
争
す
る
中
国
文
学
と
日
本
文
学
』
三
元
社

O
年
六
月
三
七
五
頁
）
所
収
。

（
注
五
）
復
刻
版
『
文
学
報
国
』
不
二
出
版

六
頁
。

（
注
六
）
復
刻
版
『
文
学
報
国
』
不
二
出
版

六
頁
。

（
注
七
）
復
刻
版
『
文
学
報
国
』
不
二
出
版

六
頁
。

（
注
八
）
復
刻
版
『
文
学
報
国
』
不
二
出
版

一頁。

筑
摩
書
一
房

一
九
九

O
年
六
月

四
四
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二
O
O

一
九
九

O
年
十
二
月
十
日

一
九
九

O
年
十
二
月
十
日

一
九
九

O
年
十
二
月
十
日

一
九
九

O
年
十
二
月
十
日

九

（
注
九
）
大
津
理
子

7
論
陥
期

μ
上
海
に
お
け
る
日
中
文
学
の
か
交
流
d

史
試
論
i
章
克
標
と
『
現
代
日
本
小
説
選
集
』
｜
太
平
出
版
印
刷
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公
司
・
太
平
書
局
出
版
目
録
（
単
行
本
）
」
『
東
京
大
学
中
国
語

中
国
文
学
研
究
室
紀
要
』
第
九
号
二

O
O
六
年
四
月
七
五
頁

を
参
照
し
た
。

（注一

O
）
『
国
文
学

言
語
と
文
芸
』
第
一
二
四
号

二
O
O
八
年
三
月
。
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